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▪
水
の
広
場

　

海
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

水
の
広
場
は
、
こ
れ
ま

で
あ
っ
た
プ
ー
ル
の
代

わ
り
に
、
小
さ
な
お
子

さ
ん
で
も
水
遊
び
が
楽

し
め
る
水
深
の
浅
い
水

遊
び
場
と
し
て
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

◉
今
後
の
整
備
計
画

　

今
回
整
備
し
た
観
光
エ
リ
ア
の
ほ
か
に
、

平
成
29
年
度
を
目
指
し
、希
少
種
エ
リ
ア
と

ト
ラ
ス
ト
エ
リ
ア
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

　

希
少
種
エ
リ
ア
は
、希
少
な
海
浜
性
植
物

を
展
示
・
保
全
す
る
エ
リ
ア
で
す
。西
ノ
浜
は

希
少
な
海
浜
性
植
物
が
多
く
生
育
し
て
お
り
、

そ
れ
ら
を
鑑
賞
・
学
習
で
き
る
場
所
で
す
。

　

ト
ラ
ス
ト
エ
リ
ア
は
、主
に
企
業
・
大
学

な
ど
の
教
育
機
関
や
地
域
の
方
々
に
場
を
提

供
し
、活
用
し
て
も
ら
う
エ
リ
ア
で
す
。環
境

活
動
や
野
外
活
動
な
ど
で
活
用
し
て
も
ら
っ

た
り
、地
元
の
方
々
と
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
を
し

た
り
し
て
、皆
さ
ん
と
一
緒
に
作
り
上
げ
て

い
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
と
作
り
上
げ
る
い
ら
ご

さ
ら
ら
パ
ー
ク
を
お
楽
し
み
に
！　

取
し
た
希
少
な
海
浜
性
植
物
か
ら
育
て
た
苗

を
、も
う
一
度
生
態
系
が
元
に
戻
る
こ
と
を

願
い
大
切
に
植
栽
し
ま
し
た
。

▪
砂
の
広
場

　

台
風
や
冬
場
の

風
で
西
ノ
浜
か
ら

道
路
な
ど
に
飛
散

し
た
砂
を
運
搬

し
、
西
ノ
浜
の
砂

浜
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
整
備
し
ま
し

た
。
砂
遊
び
は
も

ち
ろ
ん
、
隣
に
あ

る
水
の
広
場
か
ら
水
を
汲
ん
で
き
て
本
格
的

な
サ
ン
ド
ア
ー
ト
が
楽
し
め
る
な
ど
、
ま
る

で
本
物
の
砂
浜
で
遊
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

　

い
ら
ご
さ
ら
ら
パ
ー
ク
で
は「
自
然
の
再

生
」を
テ
ー
マ
に
、西
ノ
浜
の
原
風
景
で
あ
る

砂
丘
と
オ
ア
シ
ス（
わ
き
水
）の
環
境
を
再
生

し
、地
域
特
有
の
海
浜
性
植
物
の
植
生
を
復

元
す
る
全
国
初
の
海
浜
性
ビ
オ
ト
ー
プ
の
整

備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▪
花
の
広
場　
　

　

西
ノ
浜
の
植
生
を
再
現
し
た
大
き
な
花
壇

で
す
。オ
ー

プ
ン
当
日
に

は
、亀
山
小
・

伊
良
湖
小
・

中
山
小
の
４

～
６
年
生

が
、西
ノ
浜

の
浜
辺
で
採

　
　
伊
良
湖
休
暇
村
公
園　

　

い
ら
ご
さ
ら
ら
パ
ー
ク
　

投
稿
泉
小
学
校 

大
葉
の
塩
焼
き
そ
ば

　

泉
小
学
校
の
５
年
生
が
、総
合
学
習
で
地

域
の
素
材
を
生
か
し
た「
大
葉
の
塩
焼
き
そ

ば
」に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。こ
れ
を
、10
月
25

日
に
開
催
さ
れ
た
泉
市
民
館
ま
つ
り
で
校
区

の
皆
さ
ん
に
お
披
露
目
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、開
始
前
か
ら
多
く
の
人
が
並

び
、用
意
し
た
２
０
０
食
は
お
昼
ま
で
に
終
了
。

　

ベ
ジ
エ
ー
ル
渥
美

の
皆
さ
ん
の
指
導
を

は
じ
め
、多
く
の
方
々

の
協
力
に
よ
り
、完

成
度
が
高
ま
り
ま
し

た
。
子
ど
も
達
は
お

客
さ
ん
の
笑
顔
か
ら

手
ご
た
え
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
伊
良
湖
休
暇
村
公
園
は
、
愛
知
県
が
愛
称
を

募
集
し
、
い
ら
ご
さ
ら
ら
パ
ー
ク
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
整
備
の
完
了
し
た
観
光
エ
リ
ア
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◦いらごさららパークのジオラマ

　

観
光
エ
リ
ア
は
小

さ
な
子
ど
も
と
一
緒

で
も
目
が
届
い
て
遊

ば
せ
や
す
い
場
所
で

し
た
。

　

砂
の
広
場
や
水
の
広
場
で
砂
遊
び
や
水
遊
び

を
楽
し
み
、希
少
な
海
浜
性
植
物
を
見
な
が
ら

お
散
歩
し
た
ら
、１
日
の
ん
び
り
と
し
た
時
間

が
過
ご
せ
そ
う
で
す
よ
。

　

皆
さ
ん
も
、ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
ね
。 広報サポーター

浪崎季代美
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震
災
か
ら
３
年
と
４
カ
月
が
過
ぎ
た
８

月
、
渥
美
農
業
高
校
の
生
徒
13
名
を
含
め
17

名
で
、
７
回
目
と
な
る
宮
城
県
南
三
陸
町
へ

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

仮
設
住
宅
の
側
溝
の
泥
上
げ
の
手
伝
い
を

し
た
後
、
仮
設
住
宅
の
人
た
ち
と
交
流
を
し

ま
し
た
。
高
校
生
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
、

今
ま
で
に
な
い
笑
顔
を
見
せ
る
人
た
ち
を
見

て
、
生
活
が
少
し
落
ち
着
い
て
き
た
よ
う
に

感
じ
ま
し
た
。

　

商
店
街
で
話
を
聞
く
と
、
４
年
後
に
は
新

し
い
住
宅
地
で
生
活
で
き
、
商
店
街
も
２
年

後
に
は
街
の
中
心
部
に
移
転
し
て
本
格
的
な

商
店
街
と
し
て
出
発
す
る
そ
う
で
す
。

　

ま
だ
ま
だ
、
南
三
陸
町
に
は
支
援
が
必
要

で
す
。
亀
の
子
隊
は
こ
の
冬
も
東
北
支
援
第

８
弾
と
し
て
支
援
活
動
に
行
く
予
定
で
す
。

▪
第
８
弾
参
加
者
募
集
中
（
限
定
20
名
）

▼
日
程
＝
12
月
24
日
（
水
）
～
26
日
（
金
）

▪
支
援
活
動
へ
の
募
金
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
募
金
方
法
＝
振
り
込
み
に
て

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◉
問
い
合
わ
せ

環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
亀
の
子
隊

木
吉
春（

 

０
９
０-

９
１
２
３-
７
９
８
３
）

yoshiharu@
kam

enoko.org

投
稿
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
亀
の
子
隊

７
回
目
の
被
災
地
支
援

◦笑顔を見せる被災地の方々

　　  

身近にあります ! 釣り場
　田原市の海岸は、三河湾
から太平洋側までぐるりと 
97.1㎞もの海岸が続き、あ
ちこちに釣り場があるのが
魅力です。田原市以外から時
間をかけて来ている人々も
いるほど、田原の海は、人気
があります。皆さんもお近く
の海岸へ出掛け、釣りを楽し
んでみて下さい。　

広報サポーター
大久保ゆり

（田原中部校区）

◦伊良湖港フェリー乗り場付近

◦泥上げをするボランティア

　１１月２２日は「いい夫婦の日」です。「いい夫婦の日」は
コミュニケーションが苦手とされる日本人の夫婦がお互いに感謝の気持ちを伝える
きっかけを作ることを目指しています。
　田原市では、「夫婦が末永く田原市に根付いて欲しい」という意味を込めて「いい夫婦の日
に鉢物を贈ろう」とお薦めしています。鉢物にはたくさんの種類があり、長い期間楽しめるの
が魅力です。パートナーに似合う鉢物を見つけて、贈ってみてはいかがでしょうか？
　また、１０月２４日（金）～１１月２２日（土）までの期間、豊橋鉄道渥美線および市内線の中吊
り広告で「いい夫婦の日のPRポスター」を掲示します。多くの人にいい夫婦の日をPRし、感
謝を伝えるきっかけづくりにしていただければと思います。

◉いい夫婦の日には鉢物を贈ろう

6

▶農政課 ☎23局3517

11月の
輪ギク
（花／出荷時期：通年）

皇室の紋章で、日本を代表す
る花。県内１位の生産量、約３
億４千万本出荷されています。

花ことば
高潔

ポインセチア
（鉢花／出荷時期：10月～12月）

クリスマスを飾る花として有
名で、県内１位の生産量、約
６０万鉢出荷されています。

花ことば
祝福、幸運を祈る

│ 3 │　　　　　　　　　　　　　平成 26 年 11 月15 日
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▲子どもたちを地域で協力し合って見守る「いずみ見守り隊」が発足【写真左下】いずみ見守り隊のロゴステッカー

地
域
の
話
題

泉
校
区

「
心
豊
か
に
住
み
続
け
た
い
」こ
の
ま
ち
で

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
守
る
「
い
ず
み
見
守
り
隊
」と

伝
統
文
化
で
あ
る
「
泉
音
頭
」の
発
展
的
継
承
の
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

泉
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
か
ら
お
便
り
が
届
き
ま
し
た
。

泉
校
区
で
は
、「
安
心
安
全
で
よ
り
住

み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
って
い
ま
す
。
ま
た
、

泉
の
文
化
・
伝
統
を
守
り
、
発
展
さ
せ
る

た
め
、
伝
統
文
化
で
あ
る
「
泉
音
頭
」
を

盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

い
ず
み
見
守
り
隊

　
「
安
全
・
安
心
」
の
ま
ち
づ
く
り
の
一
環

と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
を
地
域
で
協
力
し

合
っ
て
見
守
る
「
い
ず
み
見
守
り
隊
」
が
、

今
年
の
10
月
１
日
に
発
足
し
ま
し
た
。

　

地
域
の
協
力
者
た
ち
が
、
日
常
生
活
の

中
で
何
か
を
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
を

見
守
り
ま
す
。
例
え
ば
、

◦
散
歩
し
な
が
ら

◦
農
作
業
を
し
な
が
ら

◦
門
先
で
挨
拶
し
な
が
ら

◦
運
転
、
買
い
物
に
出
か
け
な
が
ら　

な
ど

　
「
愛
Ｌラ

ブ

Ｏ
Ｖ
Ｅ
泉
」
を
合
言
葉
に
、
小
中

学
生
の
登
下
校
時
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
以
外

の
日
常
生
活
時
に
、
外
に
出
て
見
守
っ
た
り
、

声
を
か
け
た
り
、
誰
も
が
気
楽
に
参
加
で

き
る
無
理
の
な
い
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
青

い
帽
子
に
チ
ョッ
キ
、
車
両
に
は
ス
テ
ッ
カ
ー

を
貼
って
、子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
、応
援
し

て
い
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
、
隊
に
参
加
し

て
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
守
り
ま
せ
ん
か
。

引
き
継
い
で
い
き
た
い
泉
音
頭

　

泉
校
区
に
は
、
盆
踊
り
を
中
心
に
踊
ら

れ
て
い
た
「
泉
音
頭
」
が
あ
り
、
脈
々
と

引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。
泉
音
頭
の
歌
詞
に

は
、「
泉
が
池
」「
伊
勢
ま
い
り
」「
い
も

切
り
ぼ
し
」「
七
つ
山
」「
鸚お
う

鵡む

石せ
き

」と
いっ

た
校
区
の
史
跡
、名
所
、風
物
詩
な
ど
が
う

た
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
文
化
を
守
り
発
展

さ
せ
、
次
世
代
ま
で
引
き
継
ぐ
た
め
に
も
、

よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
親
し
ん
で
い
た
だ
き
、

盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と
、
昨
年
度
、
泉
音
頭

の
法は
っ
ぴ被
と
う
ち
わ
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
宝
く
じ
の
助
成
金
に
よ
り
、

太
鼓
二
個
の
寄
付
を
受
け
、
校
区
盆
踊
り

大
会
で
お
披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。
新
し
い

太
鼓
の
音
色
に
、
踊
り
手
は
何
重
に
も
輪

が
で
き
、盆
踊
り
大
会
は
大
賑
わ
い
で
し
た
。

　

校
区
運
動
会
で
は
、
応
援
団
が
太
鼓
を

使
い
、
力
いっ
ぱ
い
競
技
す
る
子
ど
も
た
ち
に

エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
た

ち
を
中
心
に
泉
音
頭
も
踊
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
校
区
盆
踊
り
大
会
・
校
区
運
動

会
・
市
民
館
ま

つ
り
な
ど
で
太

鼓
を
活
用
し
て

踊
り
、「
泉
音

頭
」
を
私
た
ち

「
泉
」
の
文
化

の
シ
ン
ボ
ル
に

し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

泉校区

田原市役所

三河田原

神戸豊島
やぐま台

杉山

老津

259

259

42

42

泉市民館

259

渥美支所

泉小
◦みんなで踊った運動会
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みんなで一緒に！「里海ビーチクリーン」
自然の美しさに触れ、渥美半島を考える

里海ビーチクリーンは、「渥美半島の里海を美しく
する会」が主催し、渥美半島に漂着する三河湾・

伊勢湾の大量のごみや流木を、市民の皆さんと協力して清
掃する活動です。10 月４日（土）、19 日（日）の２日間で
行われました。
　４日（土）には、地域住民、企業、ゆずりは学園のみな
さんが、ココナッツビーチ、恋路ヶ浜、伊良湖岬灯台遊歩
道の清掃を行いました。当初予定されていた５日（日）は
台風のため延期となり、19 日（日）に、ゆずりは学園前
の海岸にて行われました。
　２日間で集まった流木は２トン、もやせるごみは５４０
キロ、もやせないごみは１８０キロとなりました。
　「スナメリ、魚、アサリなどの海洋生物が住みやすい環
境づくり」「漁師が安心して漁業ができる三河湾」「市民や観光に訪れる人が、自然の美しさに触れることができ
る渥美半島」について考える機会になりました。

市民活動報告

☎ 22局 1111（内線812）※開設時間のみ
 23 局 0180 shiminkatsudo@city.tahara.aichi.jp

http://www.city.tahara.aichi.jp/kyoudou/

田原市民活動支援センター メールマガジン配信中です！
センターから市民活動に関する新鮮な情報を
随時、お届けします。配信ご希望の方は、メー
ル本文に「メール配信希望」とご記入の上、
左記センターアドレスへメール送信ください。

市民活動団体交流会「第８回しみんのひろば」
市民活動の輪を広げよう

今年度の「しみんのひろば」は、10 月 26 日（日）に田原市民まつ
りと同時開催しました。

　このイベントは、市民活動団体の交流を通して団体間の連携を深め
ることや、市民活動を市民の皆さんに対してＰＲし、市民協働の新し
い担い手の育成を図ることなどを目的として開催され、今年で８回目
になりました。
　参加団体は、環境ボランティアサークル亀の子隊、手織場、福江中
学校ドリームの会、渥美自然の会、ＮＰＯ法人たはら広場、ヒッポファ
ミリークラブ、田原市おもちゃ図書館　お陽さまライブラリーの７団
体と、市民活動支援センターです。各団体の日々の活動を紹介するパ
ネル展示や、ワークショップなどを行いました。
　イベントを通じて、参加団体は来場者と交流し、日ごろの活動を知っ
てもらうことができました。各団体は、自分たちの活動を存分にＰＲ
しながらも、他団体の活動に刺激も受けていたようでした。
　今後の活動の広がりに期待が持てるイベントとなりました。

イベント報告

◦平成26年度市民協働まちづくり事業補助金採択事業

▲海岸清掃の様子

▲イベントの様子
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学校生活の
一コマを紹介

74

　　こんにちは、お元気ですか？

　「こんにちは。高松小学校の６年生です。お元気ですか？」
　７月７日（月）、高松小６年生の子どもたちが、民生委員さんと一
緒に、校区の一人暮らしの高齢者のお宅を訪問しました。この活動
は、今年で３年目になります。
　いくつかの班に分かれた子どもたちは、お年寄りに「困ったこと
はありませんか？」などと優しく声をかけ、暑中見舞いのはがきを
手渡しました。はがきには、「暑い日が続きますが、熱中症にならな
いように気をつけてください」など、子どもたちが書いた言葉が添
えられています。受け取ったお年寄りは、「ありがとう。大事にする
でね」と喜んでいました。ある子は、「一人暮らしのお年寄りは、体
は自由に動くけど、周りに話す人が誰もいない。僕たちが訪問した
ので喜んでくれたのかな」と感想を言っていました。
　子どもたちは、運動会や学芸会の前には、心のこもった招待状を
出し、さらに交流を深めました。

生徒が躍動！胸に抱いた「矜
き ょ う じ

持」を形に
一人が、クラスが、全校が!!

　福江中学校では、「福中の矜持」をスローガンに、日々
の学校生活を送っています。９月12日（金）に行われた
体育大会は、胸に抱く「矜持」を発揮する絶好の機会と
捉え、取り組みました。
　午前中は、陸上競技を中心に行いました。走跳投の各
種目で自己記録を更新したり目標順位を達成したりす
ることを目標に、力の限り競技に挑む生徒の姿が見ら
れました。また、仲間に力を与えようと声を張り上げて
応援する生徒の姿や、生徒のがんばりを大きな拍手で
称える地域の方や先生たちの姿も見られました。まさ
に「矜持」が目に見えた瞬間でした。
　昼休みは、名物の「有志でフォークダンス」が行われま
した。これは、10年ほど前に自然発生的に始まり、年々盛
んになっています。全校生徒が心を寄せ合いダンスをす
る姿に引き寄せられ、思わず輪に入る先生も増えていま
す。午後からは、応援合戦や長縄などの学年競技、学級対
抗リレーなどが行われ、こちらも精一杯のプレーが見ら
れました。閉会式では、「矜持」を形にできた満足感が運
動場いっぱいに広がり、最高の一日となりました。

高松小学校「お年寄りのお宅訪問」

福江中学校「体育大会」

●学校教育課☎２３局３６７９

　今回は、小学校での「お年寄りのお宅訪問」と中学校での「体育
大会」の様子をご紹介します。

▲お年寄りにはがきを渡す子どもたち

▲笑顔はじけるフォークダンス

▲大声大会で力の限り声を出す生徒たち

平成 26 年 11 月15 日 　　　　　　　　　　　　│ 6 │
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たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

　

中
部
運
輸
局
長
表
彰
を
受
賞
し
た
泉
校
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の
歴
代
会
長
ら
が
、市
長
を

表
敬
訪
問
し
、受
賞
の
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。こ
の

表
彰
は
、地
域
が
主
体
と
な
っ
た
八
王
子
線「
い
ず

み
号
」の
運
行
・
利
用
促
進
へ
の
取
り
組
み
が
評
価

さ
れ
た
も
の
で
す
。

地
域
の
足
は

地
域
自
ら
で
守
る

10
月
23
日［
木
］

▲今後の取り組みについても熱意を語った歴代会長らと市長【写真左か
ら】山内六男会長、鈴木田原市長、高橋元彦前々会長、鈴木昌弘前会長

　

田
原
市
民
ま
つ
り
が
田
原
文
化
会
館
周
辺
で
開

催
さ
れ
、約
３
万
名
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

今
回
か
ら
、市
民・各
種
団
体
が
主
体
的
に
参
加
で

き
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
一
新
さ
れ
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
。

物
産
展
や
体
験
ブ
ー
ス
が
出
展
さ
れ
る
な
ど
、来
場

者
は
秋
の
一
日
を
満
喫
し
ま
し
た
。

市
民
が
つ
く
る

市
民
の
た
め
の
ま
つ
り

10
月
26
日［
日
］

▲来場しやすいように会場を集約し、はなのき広場で行われた踊りイベント

　

渥
美
半
島
ぐ
る
輪
サ
イ
ク
リ
ン
グ
が
開
催
さ

れ
、市
内
外
か
ら
約
２
０
０
０
名
が
参
加
し
ま
し

た
。白
谷
海
浜
公
園
を
発
着
点
に
、風
光
明
媚
な
市

内
一
帯
を
周
回
す
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
今
年
で
10

回
目
。参
加
者
は
、秋
晴
れ
で
澄
み
渡
っ
た
空
の

下
、颯
爽
と
コ
ー
ス
を
走
り
抜
け
ま
し
た
。

仲
間
と
感
じ
る

渥
美
半
島
の
秋
風

10
月
19
日［
日
］

▲スタートを切る参加者。30㎞・70㎞・90㎞の３つのコースが用意されました
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102

◉
エ
コ
普
及
啓
発
ポ
ス
タ
ー

　

優
秀
作
品

　

平
成
26
年
10
月
22
日
に
開
催
し
た
、
た

は
ら
エコ・
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
地
域
協
議
会
で
、

エ
コ
普
及
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
優
秀
作
品
を
決

定
し
、
10
月
26
日
の
田
原
市
民
ま
つ
り
に
て

表
彰
式
を
開
催
し
ま
し
た
。
入
賞
者
と
入

賞
作
品
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。（
順
不
同
）

最
優
秀
賞
や

優
秀
賞
、
そ
の

ほ
か
の
入
選

作
品
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し

て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▼
た
は
ら
エ
コ
・
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
地
域

協
議
会
事
務
局
（
環
境
政
策
課
内
）

☎
23
局
７
４
０
１

23
局
０
１
８
０

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

◉
た
は
ら
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
宣
言
登
録
者
数

個
人
２
６
４
０
人・
事
業
所
１
０
０
か
所（
10
月
末
現
在
）

【優秀賞】
六連小３年 鈴木峻平くん

【優秀賞】
田原中部小１年 阿部日向子さん

【最優秀賞】
福江小３年 近藤みふゆさん

▪小学校低学年の部

◦表彰された皆さんと市民環境部長

【最優秀賞】
清田小５年 秋元美空さん

【優秀賞】
若戸小５年 杉原空馬くん

【優秀賞】　
田原東部小６年 今川恵さん

【最優秀賞】　
福江中３年 森下萌香さん

【優秀賞】　
赤羽根中２年 河合恭平くん

【優秀賞】　
田原中３年 鈴木俊介くん

▪小学校高学年の部

▪中学校・高校の部

平成 26 年 11 月15 日 　　　　　　　　　　　　│ 8 │
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全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム「
J
‐
A
L
E
R
T
」

しろ
ちゃんこ

ん
に
ち
は
、〝
し
ろ
ち
ゃ
ん
〟
で

す
。
田
原
市
で
は
、
全
国
瞬

時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
通
称
：
Ｊ
ジ
ェ
イ

－

Ａア

ラ

ー

ト

Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）
を
運
用
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
こ
の
Ｊ

－

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

▪
Ｊ

－

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
と
は

　

地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
、
国

が
発
信
す
る
緊
急
情
報
を
、
人
工
衛
星

と
市
の
防
災
行
政
無
線
を
利
用
し
て
、

瞬
時
に
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る

シ
ス
テ
ム
で
す
。

市
内
２
５
３
カ

所
に
設
置
し
て

あ
る
防
災
行
政

無
線
か
ら
自
動

的
に
サ
イ
レ
ン

と
音
声
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

▪
放
送
さ
れ
る
内
容

①
弾
道
ミ
サ
イ
ル
情
報
／
航
空
攻
撃
情

報
／
ゲ
リ
ラ
・
特
殊
部
隊
攻
撃
情
報

／
大
規
模
テ
ロ
情
報

②
緊
急
地
震
速
報
（
震
度
４
以
上
）

③
津
波
注
意
報
／
津
波
警
報
／
大
津
波

　

警
報

④
特
別
警
報
（
大
雨
、
暴
風
、
暴
風
雪
、

　

大
雪
、
波
浪
、
高
潮
）

⑤
東
海
地
震
注
意
情
報
／
東
海
地
震
予

　

知
情
報

⑥
震
度
速
報
（
震
度
５
弱
以
上
）

▼
防
災
対
策
課
☎
23
局
３
５
４
８

全
国
一
斉
自
動
放
送
試
験
を
実
施
し

ま
す

　

災
害
時
に
、
国
か
ら
送
ら
れ
て
く
る

緊
急
情
報
を
確
実
に
市
民
の
皆
さ
ん
に

お
伝
え
す
る
た
め
、
全
国
一
斉
に
Ｊ

－

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
を
使
っ
た
自
動
放
送
試
験

を
実
施
し
ま
す
。
田
原
市
で
も
、
市
内

に
設
置
さ
れ
て
い
る
防
災
行
政
無
線
か

ら
、次
の
内
容
を
一
斉
に
放
送
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
11
月
28
日
（
金
）
午
前
11
時

ご
ろ

▼
内
容
＝
チ
ャ
イ
ム
→
「
こ
れ
は
テ
ス
ト

で
す
。」（
３
回
）
→
「
こ
ち
ら
は
広

報
た
は
ら
で
す
。」
→
チ
ャ
イ
ム（
終
了
）

い歓迎を受け、これまでの交流によって培われてきた絆の
強さをあらためて感じることができました。
◉プリンストン市（インディアナ州）
　本年、設立２００周年を迎えたプリンストン市から招待
を受け、この節目の年をお祝いするため、市役所前の公
園内の一角に造られた友好都市庭園で記念植樹を行
いました。
　また、訪問中は同市議会議長をはじめとする議員の
皆さんと意見を交わし
たほか、市長を表敬訪
問し、今後も友好都市
交流を深めていくことを
確認しました。

▼政策推進課
☎２３局３５０７

　９月２５日（木）～１０月２日（木）、市および議会関係者
３名が、田原市の姉妹都市ジョージタウン市と友好都
市プリンストン市を訪問しました。
◉ジョージタウン市（ケンタッキー州）
　市長をはじめ関係者の方と来年の２５周年について
意見交換を行い、両市の意向を確認しました。２５周年
事業については、ジョージタウン市と今後協議を行い、進
めていきます。
　ジョージタウン市とは、
姉妹都市提携を結んで
以来、さまざまな交流が
続いています。訪問中に
開催された歓迎レセプシ
ョンでは、関係者をはじ
め、多くの方々から温か

～国内外との交流・多文化共生～

アメリカ　ジョージタウン市とプリンストン市を訪問しました
ジョージタウン市（平成2年姉妹都市提携）、プリンストン市（平成14年友好都市提携）

◦ジョージタウン市長（右） ◦プリンストン市長（左）

◦友好都市庭園内にある記念
　プレート（プリンストン市）
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▼
募
集
人
員
＝
１
名　

▼
採
用
期
間
＝
平

成
27
年
１
月
５
日
～
２
月
27
日　

▼
勤
務

場
所
＝
田
原
市
役
所　

▼
勤
務
内
容
＝
パ

ソ
コ
ン
に
よ
る
デ
ー
タ
入
力
な
ど　

▼
勤

務
形
態
＝
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時　

▼
賃
金
＝
時
給

８
３
０
円　

▼
選
考
方
法
＝
面
接
（
詳
細

は
後
日
通
知
）　

▼
申
し
込
み
＝
12
月
10

日
（
水
）
ま
で
に
農
政
課
に
あ
る
履
歴
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
提
出
／
郵
送

の
場
合
は
締
切
日
必
着

▼
農
政
課

（
〒
４
４
１-

３
４
９
２　

住
所
不
要
）

☎
23
局
３
５
１
７

22
局
３
８
１
７

エ
コ
キ
ッ
ズ
学
習
会
・
田
原
菜
の
花

エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
体
験 

参
加
者

◉
エ
コ
キ
ッ
ズ
学
習
会　

　

毎
年
開
催
し
て

い
る
こ
の
イ
ベ
ン

ト
は
、
エ
コ
に
つ

い
て
楽
し
く
学
べ

る
学
習
会
で
す
。

▼
対
象
＝
小
学
生

と
そ
の
保
護
者

（
小
学
生
だ
け
の

参
加
も
可
）  

▼
日
時
＝
12
月
13
日
（
土
）

午
前
９
時
30
分
～
正
午　

▼
集
合
場
所
＝

市
役
所
北
玄
関　

▼
内
容
＝
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
た
蔵
王
山
展
望
台
で
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
つ
い
て
楽
し
く
学
ぼ
う
！

▼
定
員
＝
20
名
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
）　

▼
参
加
料
＝
無
料　

▼
申
し
込

み
＝
12
月
５
日
（
金
）
ま
で
に
、
電
話
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・
生

年
月
日
・
電
話
番
号
を
明
記
）　

▼
そ
の

他
＝
参
加
者
に
は
エ
コ
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ

ン
ト

◉
菜
種
の
搾
油
体
験
と
エ
コ
キ
ャ
ン
ド
ル
づ
く
り  

  

小
型
搾
油
機
に
よ
る
菜
種
の
搾
油
体
験

と
廃
食
用
油
を
利
用
し
た
エ
コ
キ
ャ
ン
ド

ル
作
り
の
体
験
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
環

境
に
や
さ
し
い
キ
ャ
ン
ド
ル
で
、
部
屋
の

明
か
り
を
消
し
て
エ
コ
な
ク
リ
ス
マ
ス
を

過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
＝
小
学
生
以
上
（
小
学
生
は
保

護
者
同
伴
）　

▼
日
時
＝
12
月
20
日
（
土
）

午
前
10
時
～
11
時
30
分　

▼
場
所
＝
田
原

文
化
会
館　

▼
定
員
＝
30
名
（
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
）　

▼
参
加
料
＝
無
料

▼
申
し
込
み
＝
12
月
５
日
（
金
）
ま
で
に

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
住
所
・

氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
持
ち
物
＝
キ
ャ
ン
ド
ル
用
の
空
き
瓶

（
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
）、
植
物
性
の
廃
食
用

油
（
約
２
０
０
ｍ
ｌ
）

▼
環
境
政
策
課

☎
23
局
７
４
０
１

23
局
０
１
８
０

ekoene@
city.tahara.aichi.jp

第
５
・
６
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

▼
種
類
＝【
第
５
回
】
甲
種
、乙
種
１
・
２
・

３
・
５
・
６
類
、
丙
種
（
４
類
以
外
）【
第

６
回
】
乙
種
４
類　

▼
日
時
＝【
第
５
回
】

平
成
27
年
１
月
18
日
（
日
）【
第
６
回
】

平
成
27
年
１
月
25
日
（
日
）　

▼
場
所
＝

名
古
屋
市
内　

▼
申
し
込
み
＝
市
役
所
消

防
課
ま
た
は
消
防
署
・
各
分
署
で
配
布
さ

れ
る
受
験
願
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
12
月
１
日（
月
）～
12
月
10
日（
水
）

の
期
間
に
郵
送
ま
た
は
、
11
月
28
日
（
金
）

午
前
９
時
～
12
月
７
日（
日
）午
後
５
時

の
期
間
に
一
般
財
団
法
人
消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
電
子
申
請

▼
そ
の
他
＝
テ
キ
ス
ト
お
よ
び
事
前
講
習

会
に
つ
い
て
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
一
般
財
団
法
人
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.shoubo-shiken.or.jp/

▼
消
防
課　

☎
23
局
４
０
７
４

23
局
０
１
８
０

市
民
カ
レ
ッ
ジ「
親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク
」

受
講
生

 

▼
対
象
＝
１
歳
半
以
上
の
就
園
前
の
乳
幼

児
と
保
護
者
▼
日
時
＝
平
成
27
年
１
月
～

３
月
第
２･

４
木
曜
日
（
３
月
は
第
２
の

み
）
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分　

▼
内

容
＝
音
楽
を
楽
し
み
な
が
ら
、
体
を
動
か

し
表
現
し
ま
す
。
ピ
ア
ノ
生
演
奏
で
す
。

▼
定
員
＝
10
組
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
）　

▼
受
講
料
＝
１
組
１
０
０
０
円

▼
場
所
＝
田
原
文
化
会
館 

音
楽
練
習
室

▼
申
し
込
み
＝
12
月
25
日
（
木
）
ま
で
に

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
氏
名
・

住
所
・
電
話
番
号
・
年
齢
を
明
記
）

▼
文
化
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
６
３
５

22
局
３
８
１
１

syogaku@
city.tahara.aichi.jp

募
集

W
A
N
TED

田
原
市
地
域
農
業
再
生
協
議
会

臨
時
職
員
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お
や
こ
農
業
ス
ク
ー
ル  

参
加
者

▼
対
象
＝
市
内
の
小
学
校
高
学
年
（
４
～

６
年
生
）
の
児
童
と
そ
の
保
護
者　

▼
日

時
＝
平
成
27
年
１
月
18
日
（
日
）
午
前
10

時
～
午
後
2
時　

▼
内
容
＝
農
作
業
や
調

理
加
工
な
ど
の
体
験
を
通
し
て
、
食
を
支

え
て
い
る
農
業
の
大
切
さ
や
、
田
原
市
の

農
業
お
よ
び
農
畜
産
物
に
対
す
る
理
解
を

深
め
ま
す
。　

▼
定
員
＝
10
組
（
１
家
族

３
名
ま
で
／
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
）　

▼
参
加
費
＝
1
人
５
０
０
円　
　

▼
場
所
＝【
イ
チ
ゴ
狩
り
と
野
菜
収
穫
】中

山
町
の
農
園【
調
理
体
験
】田
原
市
渥
美
文

化
会
館
料
理
研
修
室　

▼
申
し
込
み
＝
12

月
16
日（
火
）
ま
で
に
電
話
に
て
（
平
日

午
前
９
時
～
５
時
）　

▼
主
催
＝
田
原
市

青
年
農
業
士
会
、
田
原
市
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ー

マ
ー
育
成
会
議　

▼
愛
知
県
田
原
農
業
改
良
普
及
課（
柴
田
）

☎
22
局
０
３
８
１生

活

LIFE

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動

12
月
１
日
月
～
10
日
水

 
  

年
末
年
始
を
迎
え
る
こ
の
時
期
は
、
最

も
交
通
事
故
が
多
発
す
る
時
期
で
す
。

　

飲
酒
運
転
は
絶
対
に
や
め
、
思
い
や
り

あ
る
運
転
で
交
通
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ

う
。◉

運
動
重
点

◦
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
よ
う

◦
子
ど
も
と
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら

守
ろ
う

◦
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転

車
乗
車
中
の
交
通
事
故
を
な
く
そ
う

◦
す
べ
て
の
座
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し
く
着
用

し
よ
う

▼
市
民
協
働
課

☎
23
局
３
５
０
４

23
局
０
１
８
０

年
末
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
県
民
運
動

12
月
１
日
月
～
２０
日
土

　

12
月
は
年
の
瀬
を
控
え
、
犯
罪
が
お
こ

り
や
す
い
時
期
で
す
。

　

ま
た
、
市
内
で
は
自
動
車
や
オ
ー
ト
バ

イ
、
自
転
車
な
ど
の
車
両
を
対
象
と
し
た

窃
盗
犯
罪
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
防
ぐ
た
め
、
年
末
に
む
け
て
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
防
犯
協
会
、
警
察
、
市

が
協
力
し
あ
い
、
犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
活

動
を
強
化
し
て
展
開
し
ま
す
。
皆
さ
ん
一

人
ひ
と
り
が
防
犯
意
識
を
高
め
な
が
ら
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ

し
ま
し
ょ
う
。

◉
運
動
の
重
点

◦
住
宅
を
対
象
と
し
た
侵
入
盗
の
防
止

【
年
間
取
組
事
項
】

◦
ひ
っ
た
く
り
な
ど
街
頭
で
発
生
す
る
犯

罪
の
防
止

◦
子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害
の
防
止

◦
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
特
殊
詐
欺
の
被
害

防
止

▼
市
民
協
働
課

☎
23
局
３
５
０
４

23
局
０
１
８
０

人
権
週
間

12
月
４
日
水
～
10
日
火

　

人
権
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
生
命

や
自
由
・
平
等
を
保
障
し
、
日
常
生
活
を

支
え
て
い
る
大
切
な
権
利
で
す
。

　

日
常
生
活
を
振
り
返
っ
て
、「
他
人
の

権
利
を
侵
し
て
い
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う

か
」「
自
分
の
人
権
が
侵
さ
れ
て
い
な
い

だ
ろ
う
か
」
な
ど
、
身
近
な
こ
と
か
ら
人

権
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

日
ご
ろ
の
生
活
の
中
で
お
困
り
の
方

は
、
お
近
く
の
人
権
擁
護
委
員
ま
た
は
法

務
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
名
古
屋
法
務
局
豊
橋
支
局

☎（
０
５
３
２
）54
局
９
２
７
８

（
０
５
３
２
）54
局
９
２
８
０

縦
覧

IS
P
EC
TIO
N
  FO

R
  P
U
B
LIC

　

 

豊
橋
田
原
ご
み
処
理
施
設
整
備
事
業

に
係
る
計
画
段
階
環
境
配
慮
書（
案
）　
　

　

豊
橋
田
原
ご
み
処
理
広
域
化
計
画
に

基
づ
き
推
進
し
て
い
る
ご
み
処
理
施
設
整

備
事
業
の
計
画
段
階
に
お
い
て
、
環
境
保

全
に
配
慮
す
べ
き
事
項
の
案
の
縦
覧
を
行

い
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間
＝
11
月
19
日
（
水
）
～
12
月

18
日
（
木
）　

▼
縦
覧
時
間
＝
市
役
所
執

務
時
間
中　

▼
縦
覧
場
所
＝
清
掃
管
理
課

（
市
役
所
南
庁
舎
2
階
）
※
期
間
中
は
、

豊
橋
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
縦
覧
で
き
ま

す
。　

▼
そ
の
他
＝
こ
の
配
慮
書
の
案
に

つ
い
て
意
見
の
あ
る
方
は
、
縦
覧
期
間
満

了
の
日
ま
で
に
、
住
所
、
氏
名
、
意
見
を

記
入
し
た
意
見
書
（
様
式
自
由
）
を
、
豊

橋
市
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
豊
橋
市
環
境
部
施
設
課

（
〒
４
４
１-

３
１
２
５ 

豊
橋
市
豊
栄
町

字
西
５
３
０
）

☎（
０
５
３
２
）
46
局
５
３
０
４

▼
清
掃
管
理
課　

☎
23
局
３
５
８
３

23
局
０
１
８
０
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其の

162

文化生涯学習課 　２３局３６３５
　　　　　　　 　２２局３８１１

　

糟
谷
磯
丸
は
明
和
元
年
（
１
７
６
４
）

に
伊
良
湖
で
生
ま
れ
た
漁
夫
歌
人
で
す
。

生
涯
に
多
く
の
歌
を
詠
み
ま
し
た
。
中
で

も
磯
丸
が
得
意
と
し
た「
ま
じ
な
い
歌
」は
、

当
時
の
人
々
の
願
い
や
困
り
ご
と
な
ど
を
心

を
込
め
て
歌
に
し
た
も
の
で
す
。
磯
丸
に
歌

を
詠
ん
で
も
ら
い
、
そ
の
歌
を
石
碑
と
し
た

り
、
掛
軸
に
し
て
床
の
間
に
掛
け
た
り
し
て

お
く
と
、
不
思
議
と
そ
の
願
い
が
か
な
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。（
平
成
26
年
10
月
１
日

号
の
特
集
記
事
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

　

田
原
市
内
を
は
じ
め
県
内
外
に
は
、
磯

丸
の
ま
じ
な
い
歌
を
は
じ
め
と

す
る
歌
碑
が
、
現
在
37
カ
所

も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
ご
紹
介
す
る
の
は
、

六
連
町
百
々
神
社
の
東
側
に
あ
る
磯
丸
の

「
日
の
出
松
歌
碑
」
で
す
。
こ
こ
に
は
、
か

つ
て
樹
齢
４
０
０
年
以
上
を
誇
る
「
日
の

出
松
」
と
い
う
名
木
が
あ
り
、
大
正
６
年

（
１
９
１
７
）
に
暴
風
で
倒
れ
る
ま
で
は
、

そ
の
神
々
し
さ
か
ら
地
元
を
は
じ
め
、
こ
こ

を
訪
れ
る
多
く
の
人
々
か
ら
神
聖
な
る
木

と
し
て
崇
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

日
の
出
松
が
神
木
た
る
理
由
は
、
慶
長

20
年
（
１
６
１
５
）の
大
坂
夏
の
陣
に
際
し
、

豊
臣
秀
頼
方
に
従
軍
し
て
い
た
清
水
盛も
り
ま
さ政

が
大
坂
落
城
と
と
も
に
家
康
方
か
ら
逃
れ
、

一
族
を
率
い
て
田
原
の
表
浜
海
岸
に
漂
着

し
た
と
き
に
始
ま
り
ま
す
。
盛
政
は
、
そ

こ
に
あ
る
松
の
木
の
下
で
休
憩
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
松
は
、
朝
日
が
幹
の
中
心
を
通

り
光
っ
て
見
え
る
木
で
し
た
。
盛
政
が
そ

こ
で
眠
る
と
、
不
思
議
な
夢
を
見
た
た
め
、

こ
の
地
に
永
住

す
る
こ
と
を
決

心
し
た
そ
う

で
す
。
以
後
、

こ
の
松
は
「
日

の
出
松
」
と

名
付
け
ら
れ
、

清
水
家
は
こ
の

地
で
何
世
代

に
も
わ
た
り

繁
栄
を
続
け
ま
し
た
。村
人
た
ち
も
日
の
出

松
を
地
の
神
と
し
て
、
毎
年
お
祭
り
を
行

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
松
に
は
、
田
原
藩
主
三
宅
康
高
（
四

代
）
の
ほ
か
、
全
国
各
地
か
ら
多
く
の
歌

人
が
訪
れ
て
、
松
を
賛
美
す
る
詩
歌
を
寄

せ
て
い
ま
す
。
特
に
、
糟
谷
磯
丸
が
詠
ん

だ
「
ひ
と
よ
と
へ　

の
き
端
の
つ
ゆ
に　

て
り
そ
ひ
て　

ま
つ
の
こ
の
ま
の　

つ
き

の
さ
や
け
さ
」
と
い
う
歌
が
歌
碑
と
な
って
、

「
日
の
出
松
」
が
あ
っ
た
清
水
邸
跡
に
建
て

ら
れ
て
い
ま
す
。（
磯
丸
が
83
歳
で
在
世
中

の
弘
化
３
年
［
１
８
６
４
］
建
立
）

　

こ
の
歌
は
、
磯
丸
が
得
意
と
し
た
ま
じ
な

い
歌
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
遊
戯
歌
（
折
込

歌
）
と
い
う
言
葉
遊
び
に
近
い
感
覚
で
詠
ん

だ
も
の
で
、「
ひ
の
で
ま
つ
」
の
五
文
字
を
歌

の
頭
に
詠
み
込
ん
で
作
ら
れ
、
磯
丸
の
歌
の

　

糟
谷
磯
丸
「
日ひ

の
出で

松ま
つ

」

　

歌
碑
の
由
来

【
表
紙
の
写
真
】滝
頭
公
園
不
動
橋
の
せ
せ
ら
ぎ
と
紅
葉

▼
今
年
の
秋
は
、一
気
に
冷

え
込
み
ま
し
た
。そ
の
お
か

げ
か
、滝
頭
公
園
の
木
々
は

見
事
に
紅
葉
し
て
い
ま
す
。力
強
い

新
緑
も
好
き
で
す
が
、散
っ
て
し
ま

う
前
に
、こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
に
見
せ

て
く
れ
る
見
事
な
赤
色
や
黄
色
も
い

い
で
す
ね
。流
れ
る
水
の
よ
う
に
、季

節
は
移
り
変
わ
り
ま
す
。流
れ
に
身

を
任
せ
、そ
の
時
々
の
旬
を
楽
し
み

た
い
と
思
い
ま
す
。（
Ｍ
）

才
能
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

で
す
。

　

今
年
は
、
糟
谷
磯
丸
生
誕
２
５
０
年
の

記
念
の
年
で
す
。
渥
美
郷
土
資
料
館
で
は

糟
谷
磯
丸
の
企
画
展
を
12
月
７
日
（
日
）

ま
で
開
催
中
で
す
。
磯
丸
が
得
意
と
し
た

ま
じ
な
い
歌
の
世
界
が
堪
能
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
天
野
）

本誌は再生紙を使用しています。
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部
広

報
秘

書
課

●
電

話
／

0531 -22 -1111（
代

表
）

●
E

メ
ー

ル
／

koho@
city.tahara.aichi.jp

　
「
日
の
出
松
」に
つ
い
て
は
、た
は
ら
歴
史

探
訪
ク
ラ
ブ【
そ
の
９「
百
々
神
社（
三
）日
の

出
松
】で
も
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
１
～
80
を
掲
載
し
た
た
は
ら
歴
史

探
訪
ク
ラ
ブ
第
１
集
は
、田
原
市
博
物
館
・

渥
美
郷
土
資
料
館
・
広
報
秘
書
課
で
販
売

（
１
５
０
０
円
）し
て
い
ま
す
。

 ●ありし日の出松の姿／根元に磯丸「日の出松」
　 歌碑がある

 ●百 ・々日の出松歌碑
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